
手 口 オレオレ詐欺 オレオレ詐欺騙 し の 口 実 犯罪に巻き込まれたキャッシュカードの取替え 会社の金の流用金 銭 要 求 手 段 一般加入電話 一般加入電話送 金 方 法 対面手交 窓口振込被 害 額 （ 物 ） キャッシャカード（後に２３万円を引き出される） 210万円被 疑 者 警察官を名乗る男、銀行員を名乗る男 被害者の息子を名乗る男、会社の経理部長を名乗る男被 害 者 70歳代、無職、女性 60歳代、アルバイト、男性
騙 し の 言 葉 ・ 手 口

　自宅に電話があり「警察の△△です。今、犯罪が起きていて被害者の中にあなたの名前と生年月日がありました。あなたの取引のある銀行を教えてください。キャッシュカードを新しいものに取り替えます。銀行にも連絡しておきます。」　しばらくして、銀行員を名乗る男から電話があり「銀行の××です。キャッシュカードを取り替えてあげますので、取引のある銀行と残高を教えてください。暗証番号も教えてください。」　その後、□□と名乗る男が訪れ「明日のお昼に新しいキャッシュカードを持ってきます。」と言われ、キャッシュカードを渡した。その際、預り証に銀行名と日付を記載して交付された。

　自宅に電話があり「○○（息子の名前）やけど、△△という人と一緒に会社の金を使い込んで株取引をして、420万円の損失を出してしまった。すぐに210万円払わないといけないんや。」 続いて、会社の経理部長を名乗る男が「今、息子さんを含め会議をしているが、息子さんと△△という男が会社の金で株取引をして420万円の損害を出した。息子さんは△△に騙されたらしいが、半分の210万円を弁償してもらわないと大変なことになる。現金を持ってこられても都合が悪いので、郵便局の窓口で息子さんに代わり210万円を振り込んでもらえないか。」　お金を振り込んだ後、再度電話があり「息子さんは嘘をついていた。先程の210万円以外に、自分で210万円の株取引をして会社に損出を出していた。」として、更にお金を振り込むよう要求騙されてしまった理由 ○警察官を名乗ったため話を信じ込んだ。○銀行員の話も警察官の話とつながっており、訪問した男も銀行員風であった。 ○息子の名前を言った。○息子の声に似ていた。○金を振り込まないと、息子が会社を解雇されてしまうと思ってあわててしまった。騙されていたことが判明した状況 　約束した日の昼を過ぎても銀行員の男が来なかったので、おかしいと思い銀行で通帳を記帳したところ、口座から勝手に現金が引き出されていたので、騙されたことに気づいた。 　最初に要求されたお金は何とかしたものの、新たに要求されたお金を工面することが難しかったことなどから、どうすれば良いか訊ねようと息子に連絡を取ったところ、事実無根であることが分かり、騙されたことに気づいた。


